
醇風地区まちづくり協議会 

地域コミュニティ計画  『醇風地区地域コミュニティ計画』

 策定時期  平成 22年 8月 27日  
 支援宣言  平成 22年 12 月 10 日 
 目  標   ◎みんなが参加し、強い絆で結ばれるまちづくり ◎安全・安心で美しい環境のまちづくり 
           ◎福祉と健康のまちづくり              ◎豊かなふれあいと地域に誇りを持つ人づくり 

 地域の課題  

かつては鹿野街道を中心とした賑やかな商業の町でしたが、大地震・大火災後は、静かな住宅地に変容し、現在は、
高齢化が進み、単身世帯の増加、孤独死、空き家問題が身近にある地域となっています。 

 主な活動内容 
事業① 醇風夜ざくら道路

本協議会設立の翌年から実施し、14 年目を迎えます。桜の開花に合わせて、地元保育園・幼稚園・小学校・地
域の皆様の作品をボンボリにして、袋川桜土手に飾ります。同時開催：和紙明かり、あおぞらギャラリー 

   事業② 醇風ふれあいまつり 
本協議会設立の年から実施し、15 年目を迎えます。作品展示、販売、くじ引き、子どもの遊びの各コーナーを設け

て、多くの地域の子ども・大人で賑わい、地域の恒例行事として定着しています。 
   事業③ 醇風まちづくり研究会 

昨年度から、まちづくり協議会のあり方について検討する取り組みを始めています。「ＳＤＧｓから考える醇風地区
の未来」と題した講演とワークショップを継続して開催しています。

 今後の計画  

・ 近年、本協議会のメンバーの高齢化、固定化、組織・運営の硬直化、多様な人（若者・企業等）の参加
がないこと、事業のマンネリ化が言われるようになり、「地域の課題を見出し取り組む」という本来の会の目的が
果たせていないとの意見が高まっていた。 

・ 昨年度から、従来からの三大事業『醇風夜ざくら道路』、『醇風ふれあいまつり』、『あいさつ運動』を実施しな
がらも、新たに本協議会のあり方検討に取り組むこととした。 

・  あり方検討は、「あり方検討委員会」と「醇風まちづくり研究会」の２つの方向で進んでいる。前者は、地域の
若者、女性を交えて委員会を構成し、本協議会の組織の在り方、活動の見直しを行い、後者は、公立鳥取
環境大学甲田先生の指導により SDGｓの視点から望ましい地域の将来像を考え、大学生によるワークショッ
プを実施している。 

・  検討委員会で現状の問題点を洗い出し、研究会で未来のため何をすべきかを考えるという２つの切り口で
進んでおり、両者は連動しながら本会のあり方検討に取り組んでいる。
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